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現在，北陸地域には北陸新幹線と小松空港の小松―羽田便の 2 つの幹線交通機関が存在している．北陸

新幹線が開業して小松―羽田便の利用客は減少したが，撤退までは至らず今日も競合を続けている．そん

な小松―羽田便に残された最後の有望な需要開拓地は福井県である．  

本研究では，そのような特殊な地域である福井県に着目し，過去に行われた，小松空港利用者を対象と

したアンケート調査を利用して，北陸新幹線への意識と航空利用に対する意向を把握することを目的とし

ている．アンケートの福井県回答者のデータを基礎集計するとともに，本研究の目的に沿う設問の集計結

果において，福井県と小松―羽田便の利用率の高い石川県，東京都での類似点・相違点から，福井県には

潜在的な航空への需要が存在するという示唆を得た． 
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1. はじめに 

 

現在，福井県民は福井―東京（首都圏）間を移動する

際，主に福井―米原間を特急しらさぎで移動し米原―東

京間は東海道新幹線を利用するという「米原経由ルー

ト」を利用している．一方，航空の利用を見てみると，

小松―羽田便における福井県民の利用率は全体の約

10％程度 1)となっていて，福井県民の航空の利用率はか

なり少ないことが分かる．北陸新幹線の金沢開業の影響

を受け，利用者が減少している小松―羽田便はこの状況

が続くと，北陸新幹線との競争に負け，最悪の場合は撤

退せざるを得なくなる．そのような状況に立たされてい

る小松―羽田便にとっては，先に述べた福井県民の利用

者が，重要な需要といえる 2)．そのうえ，2015年 3月に

金沢開業した北陸新幹線は，2016年 12月 20日に福井県

の敦賀以西の延伸ルートが小浜・京都経由のルートに決

定し，既に着工している金沢・敦賀間は 2022 年度末に

開業を予定している．この北陸新幹線の福井延伸が，福

井県民の小松空港利用率の更なる減少を促すことが想定

される． 

小松空港の羽田便の利用客のうち，ビジネス目的の利

用客は約 8割を占める．一般的にビジネス客は観光客に

比べ時間価値が高い．そのため，ビジネス客にとっては

約 2 時間 30分で金沢・東京間をつなぐ北陸新幹線より

も，約 1時間で小松・羽田を移動できる小松―羽田便の

利用価値は高い．このことから，小松―羽田便が失われ

ることは，経済的損失を生むことになると考えられる． 

よって，小松―羽田便には，早急な福井県の需要開拓

が求められている．事実，福井県民が小松空港を利用し

やすいように，福井駅―小松空港間をリムジンバスが小

松―羽田便の時刻表に合わせて運行していたり，福井方

面から小松空港へ北陸道で移動する際に利用できる，安

宅スマート ICが 2009年 4月 1日から本格的に始動する

などといったような，福井から小松空港へのアクセスの

利便性を高めようとする動きも見られる． 

このような背景を踏まえ，本研究では，航空の利用率

が低く，北陸新幹線金沢・敦賀間の開業前であり，小松

―羽田便と北陸新幹線のどちらの公共交通機関において
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も重要な需要開拓地となる福井県での，現在の北陸新幹

線への意識と航空利用に対する意向を把握することを目

的とする．  

 

 

2. 既往研究 

 

これまでに航空に関する交通市場分析については，以

下のような研究が行われてきた． 

 高田 3)は，航空旅客の航空輸送サービスに対するニー

ズを航空旅客を被験者とするアンケート調査を実施する

ことで把握し，それらを定量的に把握することを試みて

いる．航空サービスの改善要望についての調査項目から

航空ネットワークサービスの拡充を望む意見が多いこと

が明らかとなり，そこから小型機材によるサービスを市

場に定着させることが必要であることから，航空機材に

対するイメージがどのように航空サービスの評価に影響

しているのかを因子分析を用いてマッピングを行った．

また，機材に対するイメージ，機材の種類（規模，エン

ジンのタイプ），マイレージの加算の有無などを考慮し

た SP 調査を行い，航空サービス選択モデルの推定を行

った． 

 寺部ら 4)は，新幹線と航空が競合する都市間において，

旅客を対象とした交通行動調査を行い，そのデータを用

いて交通機関選択モデルを構築している．その結果，マ

ーケティング方策を取り込んだ交通機関選択モデルから，

男性においては，「ビデオ・TV ゲーム」などのサーび

づを望んでいるのと同時に「インターネット使用環境の

充実」などといった生産活動を支援する環境を求めてい

ることが分かり，女性，特に中年以上の年代からは毛布

の貸出や個室など，車内で快適にくつろぐことの出来る

環境を支援するサービスが求められていることが分かっ

た． 

  河本ら 5)は，小松―羽田便に関してフライト時間と金

沢駅から小松空港までの移動時間，搭乗手続きに要する

時間を足し合わせると，北陸新幹線で金沢・東京間を移

動したときの所要時間である 2 時間 30分とほとんど等

しくなることから，北陸市場を稀な市場であると示した．

その北陸市場において，北陸新幹線開業前後に北陸―首

都圏の市場における利用者に対して複数回のアンケート

調査を実施し，基礎的な交通機関選択モデルの構築を行

った． 

 武藤，内山 6)は，新幹線と航空の競合時代を反映した

国内旅客幹線交通の現状を把握し，現在の情勢を踏まえ

た，新たな分析手法の開発，実証を行った．実際に構築

したモデルは，Mixed Logit（MXL）モデルの適用を試

みており，1995 年度調査の「全国幹線旅客純流動調

査」の個票データを用いている．例として，東京―青森

間の東北新幹線の青森延伸という整備新幹線の開業効果

について検証している．その結果，新幹線延伸によって

航空分担率は 24％まで落ち込んでおり，新幹線開業の

多大な影響力を確認できる． 

 以上のように，アンケート調査を実施して，航空の利

用意向の把握，または航空と新幹線の両者に着目して交

通機関選択モデルを構築などは行われている．しかしな

がら，航空利用率が低く，かつ新幹線開業前である地域

においてアンケート調査を継続的に行い，経時的な航空

利用意向を把握・分析した研究事例は見当たらない． 

 

 

3. 分析データ  

 

本研究では，河本らが「機材特性を考慮した航空サー

ビスに関する利用者特性の分析 ― 首都圏・北陸市場を

対象として―」，「北陸新幹線と航空の競争と競合」，

「地方空港の空港アクセスに関する調査研究―小松空港

を対象として―」で用いた「小松空港利用者に関するア

ンケート（図-1）」のアンケートを用いる．このアンケ

ートは 2016 年 7 月に小松空港で航空利用者を対象とし

て実施したものである．この調査データのうち，回答者

が福井県民であるものだけを抽出し，抽出データを中心

に分析を行う．  

(1) データの基礎集計 

抽出した福井県民のデータはN＝150であった． 

抽出データの回答者属性（性別，年齢）を図-2 に示

す．男女比はそれぞれ 66％，34％である．年齢は「20

歳代」が 5％，「30歳代」が 11％，「40歳代」が 22％，

「50 歳代」が 34％，「60 歳代」が 26％，「70 歳代以

上」が 2％である． 

 回答者属性（職業，目的）を図-3 に示す．職業は

「会社員・団体職員」が最も高く 41％，次いで「会社

問6 今回のご旅行の目的は何ですか。複数ある場合は最も主要なものを1つお答えください。

1．観光 →問7へ 2．ビジネス →問8へ
3．帰省 →問8へ 4．冠婚葬祭 →問8へ
5．その他（ ）→問8へ

問7 観光の主な目的は何ですか。 複数ある場合は該当するものすべてにお答えください。

1．名所・旧跡 2．自然・景観 3．食事・グルメ
4．買い物 5．温泉 6．テーマパーク・博物館
7．芸術鑑賞・コンサート
8．その他（ ）

問11 今回のご旅行の訪問先はどこですか。複数ある場合は最も主要なものを1つお答えください。

問8 あなたのご住所はどこですか。郵便番号あるいは市町村名をお書きください。
郵便番号：（ ）－（ ）
（ ）都・道・府・県 （ ）市・区・町・村

【石川県】

1．兼六園 2．金沢城 3．武家屋敷跡

4．茶屋街 5．21世紀美術館

6．上記以外の金沢市（ ）

7．和倉温泉 8．和倉温泉以外の口能登・中能登（能登半島南部：羽咋・七尾など）

9．輪島 10．輪島以外の奥能登（能登半島北部：珠洲など）

11．加賀温泉郷（粟津温泉・片山津温泉・山中温泉・山代温泉）

12．小松市内

13．その他の石川県内（ ）

【福井県】

14．福井市内（一乗谷を含む） 15．東尋坊・三国・あわら

16．永平寺・勝山・大野（九頭竜川・恐竜博物館を含む）

17．鯖江・武生・越前海岸

18．敦賀・三方五湖 19．小浜・高浜

20．その他の福井県内（ ）

【富山県】

21．富山市内 22．五箇山 23．立山・黒部

24．氷見市 25．高岡市 26．魚津・滑川

27．その他の富山県内（ ）

【石川県、福井県、富山県以外】

28．白川郷 29．飛騨高山

【東京都】

30．東京スカイツリー・浅草エリア 31．都心部（銀座・六本木・渋谷・新宿など）

32．湾岸部（お台場・汐留など） 33．その他の23区（ ）

34．その他の東京都内（ ）

【神奈川県】

35．横浜市 36．三浦半島（鎌倉市・江ノ島・横須賀など）

37．箱根 38．その他の神奈川県（ ）

【千葉県】

39．東京ディズニーリゾート 40．その他の千葉県（ ）

【上記の都県以外】

41．その他（ ）

小松空港利用者に関するアンケート
調査票記入上のお願い
（１）アンケート調査票は、A3裏表用紙が2枚あります。
（２）あてはまるものの番号（数字）を○印でかこんで、お答えください。
（３）いくつかの質問には、（ ）に文字・数字を直接ご記入ください。

裏面へお進みください。

今回のご旅行についてお聞きします。

問14 マイレージは貯められていますか。

1．はい →問15へ 2，いいえ →問16（裏面）へ

問5 今回のご旅行の出発・到着それぞれの航空会社と時間あるいは便名をお答えください。

【往路便】（ ）時（ ）分 （ 小松 ／羽田 ）発（ JAL ／ ANA ）便
または、（ ）便（記入例：NH571便）

【復路便】（ ）時（ ）分 （ 小松 ／羽田 ）発（ JAL ／ ANA ）便
または、（ ）便（記入例：NH571便）

1．収入なし 2．300万円未満 3．300万～500万円未満 4．500万～700万円未満
5．700万～1000万円未満 6．1000万円以上 7．年金

問4 あなたの年収をお答えください。

1．会社役員・団体職役員 2．会社員・団体職員 3．公務員 4．学生
5．専門職（医師・弁護士等） 6．家事専業 7．パート・アルバイト
8．無職 9．その他（ ）

問3 あなたのご職業をお答えください。

1．20歳未満 2．20歳代 3．30歳代 4．40歳代
5．50歳代 6．60歳代 7．70歳代 8．80歳以上

問2 あなたの年齢をお答えください。

1．男性 2．女性
問1 あなたの性別をお答えください。

あなた自身についてお聞きします。

問13 今回のご旅行は搭乗する何日前に予約されましたか。

1．75日以上前 2．74～60日前 3．59～55日前 4．54～45日前

5．44～28日前 6．27～21日前 7．20～15日前 8．2週間～1週間前

9．1週間前～3日前 10．3日前～前日 １１．当日

問12 今回ご利用の航空路線についてどのくらいの頻度で利用されますか。

1．今回が初めて 2．年に1回以下 3．年に2回 4．年に3回
5．年に4～11回 6．月に1～3回 7．週1回以上

問9 今回のご旅行の期間をお答えください。

1．日帰り 2．1泊2日 3．2泊3日
4．3泊4日 5．4泊5日 6．5泊6日
7．それ以上（ 泊 日）

問10 今回のご旅行の同行者と人数をお答えください。

1 ．1人 2．夫婦 3．カップル 4．友人（ ）人
5．家族（ ）人 6．仕事の関係者（ ）人
7．その他（ （ ）人）

問15 問14で「1．はい」と答えられた方にお聞きします。
航空会社をお答えください。

1．JALマイレージバンク 2．ANAマイレージクラブ
3．その他（ ）

① ②  

図-1 小松空港利用者に関するアンケートの一部  
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役員・団体職役員」が 29％，「公務員」が 7％である．

目的は「ビジネス」が最も高く 53％と半数以上を占め

ている．それについで，「観光」が 33％，「帰省」が

6％，「冠婚葬祭」が 3％である． 

(2) 関連項目の分析 

 本研究に関連する調査項目は，首都圏―北陸間の交通

手段において，「今回の旅行で飛行機を選択した理由」

と，「今後，今回と同様の旅行をする際にどの交通手段

を用いるか」である．これらの調査項目に関しては，小

松―羽田便の利用率が高い石川県と東京都についても同

様な分析を行い，福井県との比較を試みた． 

 1 つ目の「今回の旅行で飛行機を選択した理由」の集

計結果を図-4 に示す．福井県に関して，「目的地まで

最短時間だと思われたから」という理由が最も多く 97

人が選択しており，小松―羽田便福井客は時間価値が高

いことが分かる．これに次いで「料金が安いと思われた

から」が 59 人であり，「その交通手段を使うほうが快

適だから・好きだから」が 44 人となった．一方，石川

県，東京都に関しては，最も多いのは「目的地まで最短

時間だと思われたから」であることは福井県と同様であ

るものの，次いで多いものがそれぞれ「その交通手段を

使うほうが快適だから・好きだから」，「航空会社のマ

イレージを貯めているから」となった．すなわち，他の

交通機関にはない「航空ならではの快適性・サービス」

を理由に航空を選んでいることが分かる．このことから，

航空利用率の低い福井県では「航空ならではの快適性・

サービス」の認知度が低く，移動所要時間や料金などの

「航空利用経験なしでも取得できる情報」が，先行して

認知されているということが考えられる． 

2 つ目の「今後，今回と同様の旅行をする際にどの交

通手段を用いるか」を図-5 に示す．福井県，石川県，

東京都すべてにおいて「往復飛行機」が最も多く，福井

県においては全体の 86％を占めている．また，「飛行

機と片道新幹線の併用」，「飛行機と片道鉄道の併用」

の 2項目も含めて考えると，航空の再び利用したいとい

う回答は 3 都県全てで，全体の 90％以上を占めること

となる．このことから，羽田路線がない福井県の小松―

羽田便利用客でも，比較的に交通機関として航空を選択

しやすい石川県や東京都の小松―羽田便利用客と同じよ

うな航空利用意向が見られることが分かる．つまり，福

井県には潜在的に航空を一度選択すると再度航空を利用

したいという意欲が強くなる傾向があると考えられる．． 

一方で，図-5 の「往復北陸新幹線」と「飛行機と片

道新幹線の併用」を選択をしている割合から，北陸新幹

線の利用意向について着目してみる．既に北陸新幹線が

開業している石川県と東京都に関しては，「往復北陸新

幹線」と「飛行機と片道新幹線の併用」を合わせた割合

がそれぞれ 13％と 22％となっている．これは決して高

い割合ではないが，小松空港利用客を対象としてアンケ

ート調査を実施したことを加味すると，北陸新幹線の影

響力の大きさが伺える．まだ北陸新幹線が開業していな

い福井県においては同割合が 6％となっており，北陸新 
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その他
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目的（N＝148）
 

図-3 回答者属性（職業，目的）  
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図-2 回答者属性（性別，年齢） 
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幹線の影響はあまり見られない．しかし，石川県と東京

都の新幹線利用意向の割合を踏まえると，福井県に北陸

新幹線が延伸された場合，福井県における同割合も最低

でも 10％になると考えられる． 

 

 

4. 福井県民を対象としたアンケート調査 

 

 先の抽出データにおける分析はサンプル数が少ないこ

とと，他の要因を加味せず 1つずつの設問に着目して行

ったものであったため，実態に近い福井県の航空利用意

向を把握できていないといえる．実態に近い福井県の航

空利用意向を明らかにするために，福井―東京（首都

圏）の移動をする際の交通機関選択の実状，また，空港

までのアクセスや小松空港での駐車場料金などといった，

航空を利用するうえで必要な情報の認知度の把握が必要

である．以上を踏まえ，福井県民を対象としたアンケー

トを実施する．また本アンケートについては小松―羽田

便福井客のみを対象とするわけではなく，福井―東京

（首都圏）を移動する際の，現在の主な手段である「米

原経由ルート」の利用客も対象とする． 

以下の表-1にアンケート項目を示す． 
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5
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料金が安いと思われたから

目的地まで最短時間だと思われたから
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航空会社のマイレージを貯めているから

（ビジネス利用で）会社からの指定があるから

その他

福井県
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その交通手段を使うほうが快適だから・好きだから

航空会社のマイレージを貯めているから

（ビジネス利用で）会社からの指定があるから

その他
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航空会社のマイレージを貯めているから

（ビジネス利用で）会社からの指定があるから

その他

石川県

東京都
 

図-4  飛行機を選択した理由 
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図-5 今後の交通手段  

 

表-1 アンケート項目  

設

問

番

号

設問内容

9 今回のご旅行での出発地と目的地どこですか。

10 普段、どの交通機関を利用して東京（首都圏）・福井県間を移動していますか。

11
普段、問10で解答した手段を用いている理由は何ですか。

あてはまるものすべてをお答えください。

12 今回のご旅行では、どの交通機関を利用しましたか。

13 今回のご旅行の種別に関してお答えください。

14 東京（首都圏）・福井県間をどのくらいの頻度で移動しますか。

15 過去に、航空（国内線・国際線問わず）を利用した経験がありますか。

16
小松羽田便を何度利用したことがありますか。
※ 往復を1 回としてカウントしてください。

17 小松羽田便を利用した理由は何ですか。あてはまるものすべてをお答えください。

18 直近で、小松羽田便を利用した際の目的は何ですか。

19 通常、ご旅行の際、何日前にチケットやツアーの予約をされますか。

20
チケットを事前に予約すると割引料金で購入できるサービス
（JAL：特便割引・先得割引、ANA：特割・旅割）などを利用したことがありますか。

21 機内でのWi-Fiサービスを利用した経験はありますか。

22
問21で「1．はい」と答えられた方にお聞きいたします。

Wi-Fiサービスの満足度をお答えください。

23 問22の選択肢を選んだ理由をお答えください。

24
飛行機に乗る際、それぞれの項目に該当するようになるまでの 時間に○を記入しお答えください。
そのような経験が無い場合は、想像でお答えください。（それぞれひとつずつ）

25 あなたが15:00に出発する新幹線に乗車する場合、何分前に新幹線の駅に着くようにしますか。

26 あなたが目的地に向かう最終便の新幹線に乗車する場合、何分前に新幹線の駅に着くようにしますか。

27 あなたが15:00に出発する飛行機に搭乗する場合、何分前に空港に着くようにしますか。

28 あなたが目的地に向かう最終便の飛行機に搭乗する場合、何分前に空港に着くようにしますか。

29 北陸新幹線が敦賀まで延伸した場合、以下のどの交通手段を用いて移動しますか。

30 小松空港の駐車場代が500 円/日で利用できることをご存知ですか。

31
この駐車料金は適切であると思われますか。 
また適切ではないと思われた方は（）に適切であると思われる一日あたりの駐車料金をご記入ください。

32
自家用車で福井方面から小松空港へ訪れる際、北陸道の「安宅スマートIC」が利用できることを

ご存知ですか。

33

現在の福井・安宅スマートIC間の料金は適切であると思われますか。（通常片道料金1420 円（ETC料金
も同様））
また適切ではないと思われた方は（）に適切であると思われる通常片道料金をご記入ください。

34 福井駅⇔小松空港の連絡バスがあることをご存知ですか。

35
連絡バスの運賃は適切であると思われますか。（現在は大人片道1250 円）

また適切ではないと思われた方は（）内に適切であると思われる大人片道の料金をご記入ください。

東京（首都圏）と

福井県間の

移動について

空港までの

アクセスに関して
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「東京（首都圏）」と福井県間の移動について」では，

現在の福井県民の福井―東京（首都圏）間の交通機関の

選択行動を把握するとともに，小松―羽田便の利用経験

から利用したときの旅行の目的について調査している．

また，JAL の特便割引・先得割引，ANA の特割・旅割

のような航空券の早期予約による割引や，機内での Wi-

Fiサービスといった，航空会社が他の交通機関に対抗す

るために導入しているサービスの認知度を把握するため

の設問も設けている． 

「空港までのアクセスに関して」では，先述の福井駅

―小松空港間を運行しているリムジンバスや，北陸自動

車道においては福井方面からの自動車だけが利用するこ

とが出来る「安宅スマート IC」などの福井―小松空港

のアクセスの利便性の高さ，また，小松空港の駐車場が

500 円/日と比較的安価で利用できるといった航空のサー

ビスではなく小松空港や自治体が講じているサービスの

認知度を把握する． 

  

 

5. まとめと今後の課題 

 

本研究では河本らが行った「小松空港利用者に関する

アンケート」の福井県回答者のデータを中心に分析を行

った．その中で「今回の旅行で飛行機を選択した理由」，

「今後，今回と同様の旅行をする際にどの交通手段を用

いるか」の 2つの設問に着目して，航空利用率の低い福

井県と小松―羽田便の利用率が比較的に高い石川県と東

京都との比較を行った．飛行機を選択した理由に関する

分析からは，福井県では航空に慣れ親しんだ石川県，東

京都に比べると，航空の移動中の快適性やマイルを貯め

るといった「航空ならではの快適性・サービス」という

ものの認知度が低いのではないか，という示唆を得た．

また，今後の交通機関の選択についての分析では，図-5

に示すように航空を再び利用したいという割合が全体の

9 割近くを占め，石川県，東京都と近しい結果となった

ことから，福井県には潜在的に航空を一度利用すれば再

度利用したいという需要が存在すると考えられることが

分かった．一方，北陸新幹線の利用意向に着目すると，

既に北陸新幹線が開業している石川県と東京都では北陸

新幹線の利用意向がそれぞれ 13％，22％となった．こ

れは小松空港利用客を対象としたアンケート調査にして

は多くの割合であるといえ，北陸新幹線利用意向が 6％

である福井県でも北陸新幹線が延伸した場合，同様に新

幹線利用意向が大きくなる可能性があるという示唆を得

た． 

今後の課題としては，福井県民がどの程度航空に対し

て興味関心があり，それに関する情報を認知しているの

かなどの福井県の実情を把握したうえで，今回と同様な

航空利用意向について分析するために，「福井県民の航

空と新幹線の利用に関するアンケート」を実施する． 

北陸新幹線の延伸を迎える福井県は，北陸新幹線だけ

だなく小松―羽田便についても大切な需要になりうる重

要な地域である．北陸新幹線の延伸前からアンケート調

査を通じて，航空利用意向を把握することが，北陸地域

における新幹線と航空の共存・共栄に繋がるといえる． 
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